
金
剛
院
日
典
上
人
に
つ
い
て

室
町
時
代
の
法
華
教
団

平
安
の
末
期
、
保
元
、
平
治
の
乱
以
来
打
ち
続
い
た
戦
乱
や
天
災
地
変
は
、
世
人
に
末
法
到
来
の
仏
誠
を
痛
感
さ
せ
、
厭
離
機
上
、
欣

求
浄
上
の
願
い
を
深
め
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
南
北
両
朝
の
合

一
に
よ
り
没
落
に
ひ
ん
し
て
い
た
公
家
貴
族
や
、
重
税
と
社
会
不
安
に
お
の
の
き
、
生
活
の
窮
乏
に
あ
え
い
で

い
た
下
層
民
衆
は
こ
の
人
生
苦
か
ら
離
脱
す
る
た
め
に
、
切
実
に
宗
教
に
救
い
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
ま
た
新
興
の
武
士
階
層
と
雖
も
、

生
死
の
解
決
に
せ
ま
ら
れ
、
彼
等
に
納
得
の
出
来
る
道
を
求
め
て
止
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
南
都
の
諸
宗
は
勿
論
の
こ
と
、
天

台
、
真
言
の
両
宗
さ
え
こ
の
願
い
を
よ
そ
に
、
或
は
深
遠
な
教
理
の
探
求
に
、
或
は
加
持
祈
蒔
に
専
念
し
て
俗
権
を
求
め
、
さ
き
に
自
河

法
皇
を
し
て

「
朕
の
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
も
の
は
山
法
師
な
り
」
と
嘆
ぜ
じ
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

顧
れ
ば
奈
良
い
平
安
時
代
の
幽
玄
な
学
問
的
仏
教
、
豪
荘
な
貴
族
的
殿
堂
は
よ
う
や
く
人
心
を
去
ら
ん
と
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
に
あ
た
り
、
易
行
道
の
在
家
仏
教
が
法
然
、
親
鸞
に
よ
り
、
更
に
信
行
道
の
国
民
仏
教
の
本
地
が
宗
祖
に
よ
り
開
顕
さ
れ
た
の
で

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て
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金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
日
本
仏
教
は
室
町
時
代
に
至
っ
て
隆
盛
を
極
め
、
浄
土
宗
が
関
東
か
ら
鎮
西
の
は
て
に
ま
で
、　
一
向
宗
が
全
国
各
地

に
弘
伝
せ
ら
れ
、
我
が
法
華
宗
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。
即
ち
日
像
菩
薩
の
天
奏
上
洛
を
は
じ
め
と
し
て
京

都
、
北
陸
、
中
国
、
九
州
各
地
方
に
多
く
の
信
徒
を
数
え
そ
の
黄
金
時
代
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

当
時
洛
中
の
二
十

一
本
山
及
び
、
洛
内
外
の
末
寺
寺
院
等
総
じ
て
一
三
一
ヵ
寺
の
多
き
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
他
宗
に
そ
の
比
を

見
な
い
の
で
あ
る
。
禅
宗
に
京
都
五
山
あ
り
と
雖
ど
も
我
が
各
山
の
規
模
彼
に
勝
る
と
も
劣
ら
ず
、
足
利
将
軍
家
の
護
持
ま
た
禅
宗
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、
妙
顕
寺
、
本
田
寺
、
要
法
寺
、
妙
満
寺
を
そ
の
祈
願
所
と
し
て
こ
れ
を
外
護
し
、
不
受
不
施
の
禁
制
も
将
軍
家
や
管

領
家
を
除
外
し
て
、
我
が
教
団
は
大
い
に
繁
栄
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
大
覚
大
僧
正
の
出
現
に
よ
り
、
朝
廷
及
び
幕
府
と
の
間
に
種
々

の
関
係
が
結
ば
れ
た
こ
と
が
、
大
い
に
あ
づ
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

思
う
に
発
足
、
発
展
、
爛
熟
、
腐
敗
の
過
程
は
宗
教
教
団
に
於
て
も
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
は
至
難
で
あ
っ
て
、
打
ち
続
く
戦
乱
と
寺
領
の

侵
略
に
そ
の
経
済
的
基
礎
を
奪
わ
れ
た
諸
宗
僧
侶
の
中
に
は
、
或
は
黒
衣
の
宰
相
と
し
て
、
或
は
経
済
使
節
と
し
て
渡
海
す
る
等
、
俗
権

を
獲
得
し
一
世
に
時
め
い
た
数
多
く
の
僧
侶
も
あ
っ
た
が
、
正
純
派
の
教
家
に
よ
り
僅
か
に
そ
の
命
脈
を
維
持
さ
れ
た
の
も
ま
た
や
む
を

得
ぬ
時
勢
で
あ
っ
た
。
こ
の
風
潮
は
や
が
て
法
華
教
団
に
も
波
及
し
、
つ
い
に
四
条
門
流
の
紛
糾
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
あ
っ

て
能
く
本
地
八
品
の
法
灯
を
高
く
か
か
げ
、
濁
世
の
暗
黒
を
照
破
せ
ら
れ
た
の
が
我
等
の
門
祖
日
隆
聖
人
で
あ
り
、
そ
の
門
に
あ
っ
て
我

が
教
団
隆
盛
の
礎
を
築
か
れ
た
の
が
、
能
与
両
山
中
興
日
興
上
人
そ
の
人
で
あ
る
。

二
　
真
光
寺

「
但
阿
」
上
人

日
興
上
人
は
幼
名
を
日
有
麿
と
称
し
、
応
永
三
十
三
年

（
一
四
二
六
）
摂
州
矢
部
郡

（神
戸
市
兵
庫
区
）
尻
池
村
に
生
誕
、
父
に
勝
蓮
、

-2-



母
に
妙
蓮
の
法
号
を
講
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
初
め
時
宗
の
西
月
山
真
光
寺
に
於
て
薙
髪
得
度
さ
れ
、
京
都
、
鎌
倉
、
奈
良
に
遊
学
行
解
を

積
み
、
二
十
四
才
に
し
て
大
真
光
寺
の
院
代
と
し
て
そ
の
将
来
を
大
い
に
嘱
望
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

真
光
寺
は
一
遍
上
人
正
応
二
年

（
一
二
八
九
）
八
月
二
十
三
日
示
寂
の
霊
場
に
し
て
、　
一
遍
上
人
絵
巻
に

「
さ
て
兵
庫
の
島
よ
り
御
む
か
へ
に
船
を
奉
り
た
り
け
れ
ば
印
南
野
の
辺
に
て
、
り
ん
じ
う
す
べ
き
由
お
も
ひ
つ
れ
ど
、
い
づ
く
も
利

益
の
為
な
れ
ば
、
進
退
縁
に
ま
か
す
べ
し
と
て
、
兵
庫

へ
渡
り
て
、
観
音
堂
に
ぞ
宿
し
給
ひ
け
る
」

と
あ
る
観
音
堂
こ
そ
真
光
寺
の
濫
筋
で
あ
っ
て
、
そ
の
奉
祀
す
る
観
音
像
は
仁
明
天
皇
の
頃
、
恵
専
が
唐
か
ら
請
来
し
た
も
の
と
伝
え
、

後
世
伏
見
天
皇
よ
り
今
の
寺
号
を
後
醍
醐
天
皇
よ
り
山
号
を
賜
っ
た
と
称
す
る
兵
庫
の
名
刺
で
あ
っ
て
、
播
州
の
守
護
赤
松
氏
が
大
檀
越

と
な
り
四
囲
八
町
の
境
内
を
布
施
し
、
寺
領
三
百
石
を
寄
進
し
た
と
伝
え
る
の
で
あ
る
。

当
寺
六
代
尊
観
法
親
王

（亀
山
天
皇
の
皇
孫
、
常
盤
井
式
部
郷
恒
明
紺
王
の
第
二
皇
子
で
南
朝
後
村
上
天
皇
の
猶
子
と
伝
う
）
念
仏
勧

進
の
た
め
に
当
山
を
出
で
て
遊
行
の
旅
を
続
け
ら
れ
て
よ
り
、
当
寺
は
遊
行
上
人
兼
帯
の
寺
と
し
て
住
持
の
僧
を
置
か
ず
、
監
寺
の
僧
と

し
て
上
人
の
院
代
を
置
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
院
代
で
あ
っ
た
日
興
上
人
は
正
し
く
当
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
日

で
も
当
山
で
は
住
職
た
る
べ
き
人
を
御
院
代
と
称
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
当
山
は
時
宗
に
於
け
る
大
道
場
寺
、
即
ち
宗
立
三
檀
林
の
一
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
大
道
場
を
管
し
た
日
典
上
人

が
徳
望
識
見
叉
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ

「
但
阿
」
の
称
号
を
も
っ
て
尊
崇
さ
れ
そ
の
右
に
出

る
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
但
阿
」
と
は
但
阿
弥
陀
仏
の
法
詳
で
、
但
だ
阿
弥
陀
仏
に
な
ら
ん
と
の
願
望
を
現
わ
し
た
阿
号
で
あ

っ
て
、
阿
号
の
起
源
は
古
く
東
大
寺
を
再
建
し
た
僧
重
源
の

「
南
無
阿
」
に
は
じ
ま
る
も
の
で
あ
る
。

因
に
当
寺
隣
接
の
地
に
今
日
道
場
小
学
校
を
見
る
の
も
こ
の
由
緒
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て
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金
剛
院

，
日
興
上
人
に
つ
い
て

富
一　
帰
　
伏
　
入
　
問

宝
徳
元
年

（
一
四
四
九
）
日
隆
聖
人
六
十
五
才
の
老
躯
を
い
と
わ
ず
申
国
布
教
の
旅
路
恙
な
ぐ
兵
庫
の
津
に
帰
航
し
、
正
木
屋

（後
に

正
直
屋
の
屋
号
を
聖
人
よ
り
給
う
）
に
帰
宿
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
法
縁
熟
し
て
浜
の
寺
久
遠
寺
の
改
門
帰
伏
あ
り
、
そ
の
披
露
の

法
筵
に
あ
た
り
て
、
聖
人
の
化
導
を
伝
え
聞
い
た
但
阿
和
尚
は
、
親
し
く
聖
人
の
法
輪
に
接
し
、
三
秘
五
綱
の
大
法
義
の
演
暢
を
信
受
し

て
権
門
邪
執
の
輪
袈
裟
、
念
珠
を
断
ち
切
っ
て
寺
象
に
投
げ
棄
て
、
聖
人
の
間
に
入
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
時
に
上
人
二
十
五
才
で
あ
つ
た
。

図
版
■
　
日
典
上
人
御
尊
像
　
　
　
　
　
　
尼
ヶ
崎
　
木
興
寺
安
置
　
　
　
後
に
こ
の
象
を

「
タ
チ
ツ
テ
の
象
」
と
称
し
た
の
で
、

故
信
隆
日
秀
上
人
こ
の
故
事
を
聞
き
伝
え
探
し
求
め
た
が
、

神
戸
市
の
開
発
に
よ
り
発
見
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
こ
と

を
遺
憾
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
心
温
る
思
い
で
あ

フ一
。こ

れ
よ
り
早
く
日
隆
聖
人
は
四
帖
抄
を
著
し
て
本
門
法

華
の
旗
峨
を
宣
明
せ
ら
れ
、
十
三
問
答
抄
に
於
て
本
述
論

を
朗
す
と
共
に
、
本
宗
教
義
の
結
論
を
宗
名
に
表
示
さ
れ

た
の
で
あ
っ
て
、
宗
門
の
綱
格
こ
こ
に
定
ま
り
、
将
に
十

三
ヵ
条
信
心
法
度
を
制
定
せ
ら
れ
ん
と
す
る
前
年
、
聖
人

の
間
に
入
ら
れ
た
但
阿
上
人
は
、
こ
の
本
地
の
教
学
に
蓋
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し
仏
眼
を
開
か
れ
た
も
の
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

〔
図
版
１
〕

四
　
日
興
上
人
の
教
学

―
―
教
行
証
に
つ
い
て
―
―

日
隆
聖
人
の
間
に
帰
伏
随
身
せ
ら
れ
た
上
人
は
、
後
に
日
信
、
日
登
、
日
明
、
日
禎
、
日
増
各
師
と
共
に
隆
門
の
六
老
と
称
せ
ら
れ
、

学
徳
兼
備
、
殊
に
聖
人
の
八
品
教
学
を
研
讃
し
て
日
忠
上
人
、
日
朝
上
人
と
共
に
隆
門
教
学
の
三
哲
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
教
学
所
立
の
一
斑
は
応
仁
元
年

（
一
四
六
七
）
四
月
九
日

（
日
隆
聖
人
歿
後
四
年
）
円
像
坊
日
顕
法
師
が
伊
州
下
向
の
時
、
そ
の

競
望
曙
止
し
難
く
、
病
中
に
も
不
拘

「卒
示
の
所
述
、
尚
未
だ
愚
慮
を
尽
さ
ず
、
安
ぞ
聖
意
に
徹
す
る
こ
と
を
得
ん
。
然
り
と
雖
ど
も
、

唯
々
蓮
隆
明
眼
の
月
を
挙
げ
て
、
曲
会
私
情
の
雲
を
加
え
ず
、
敢
て
軽
賤
す
る
こ
と
無
し
、
文
の
脱
落
の
綸
、
後
賢
の
許
覧
を
嘘
っ
焉
」

と
筆
録
さ
れ
た

『教
観
樹
扇
録
』
に
そ
の
概
要
を
知
る
の
で
あ
る
。

今
そ
の
原
本
は
敦
賀
市
本
隆
寺
に
所
蔵
せ
ら
れ
、
紙
数
十
五
張
袋
綴
。
各
紙
の
行
数
七
行
、
各
行
十
六
字
乃
至
十
二
字
詰
で
第
四
十
八
、

四
十
九
丁
は
詩
歌
で
あ
る
。
昭
和
十
年
十
月
十
日
赤
沢
日
雄
大
僧
正
は
隆
尊
御
降
誕
五
百
五
十
年
記
念
に
こ
れ
を
改
装
、
修
理
保
存
に
万

全
を
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
写
真
復
本
を
昭
和
十
五
年
五
月
本
能
寺
よ
り
刊
行
し
て
い
る
往
見
さ
れ
た
い
。

そ
の
内
容
は
先
づ
讃
語
に
続
い
て
教
道
指
南
録
、
観
門
枢
健
録
、
要
蔵
示
録
の
三
部
門
か
ら
成
っ
て
い
る
。
全
巻
を
通
じ
て
博
学
多
才

特
に
歌
道
に
達
し
た
上
人
の
麗
文
華
筆
は
読
む
も
の
を
し
て
、
黒
衣
の
沙
門
、
自
衣
の
比
丘
各
々
解
悟
の
小
智
、
弘
経
の
微
志
を
い
だ
く

も
、
自
行
増
長
の
葉
は
殆
ん
ど
碧
蒸
よ
り
も
短
く
、
化
物
遠
行
の
翼
は
、
蒼
蠅
よ
り
も
小
と
い
。
故
に
我
等
は
、
僅
か
に
仏
祖
千
尋
の
松

頭
に
懸
り
、
神
力
万
里
の
瞑
尾
に
附
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
入
空
出
仮
の
大
極
に
至
ら
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。　
一‐大
虚
を
仰
い
で

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て
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金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

小
樹
を
動
さ
ん
と
欲
し
、
重
山
に
向
っ
て
軽
扇
を
挙
げ
ん
と
欲
す
」
と
の
讃
語
は
一
巻
を
通
ず
る
と
こ
ろ
の
著
者
の
素
懐
を
示
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

次
に
第

一
部
教
道
指
南
録
に
於
て
は
権
教
熟
益
、
述
門
脱
益
、
本
法
下
種
を
論
じ

「
当
家
の
心
は
第
二
師
弟
の
遠
近
を
以
て
立
ち
還
り

化
導
の
無
始
を
取
る
。
下
種
の
上
に
於
て

一
切
之
を
談
ず
る
は
本
門
の
教
相
な
り
。
五
味
主
な
り
。
従
因
至
果
は
始
党
の
教
相
、
従
果
向

因
は
本
党
の
教
相
な
り
」
故
に
在
世
脱
益
す
ら
尚
ほ
下
種
に
帰
す
れ
ば
、
権
述
当
分
の
益
無
し
、
況
や
末
代
下
種
の
時
焉
ぞ
未
熟
の
述
門

と
、
書
花
の
権
教
と
に
巨
益
有
ら
ん
や
と
談
じ
、
爾
前
述
門
の
円
尚
ほ
仏
因
と
成
ら
ず
、
況
や
諸
宗
を
や
と
断
仏
種
を
論
破
し
て
、
第
二

教
相
を
讃
仰
し
、
下
種
と
は
久
遠
な
り
、
台
家
所
談
の
久
遠
と
当
家
久
遠
の
不
同
、
両
家
の
宗
教
宗
旨
の
異
目
を
強
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
第
二
観
門
枢
撻
録
に
於
て
は
心
地
の
得
法
に
つ
い
て
三
重
の
起
尽
を
説
き
、
先
づ
衆
生
の
心
地
は
貪
瞑
疾
の
三
毒
を
以
て
体
と

な
し
、
爾
前
権
門
に
は
唯
だ
衆
生
の
迷
心
の
み
を
説
い
て
、
仏
果
の
覚
心
を
示
さ
ず
、
故
に
権
教
迷
心
に
し
て
未
顕
真
実
と
説
き
、
次
い

で
今
経
に
至
り
正
し
く
仏
果
の
悟
心
を
説
く
、
故
に
一
切
衆
生
は
始
め
て
仏
心
を
得
る
。
故
に
述
門
仏
心
に
し
て
要
当
説
真
実
の
仏
果
の

心
性
を
示
す
事
を
得
る
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
心
性
も
発
述
顕
本
せ
ざ
れ
ば
迷
悟
相
即
す
る
こ
と
な
し
、
従
っ
て
述
門
に
於
て
真
の
一
念

三
千
顕
れ
ず
、
述
仏
尚
ほ
未
断
惑
な
り
、
日
に
始
成
正
覚
を
説
き
、
意
に
久
遠
実
成
を
了
す
る
と
雖
も
言
と
心
と
相
乖
く
、
故
に
覆
蔵
邪

見
と
破
し
、
顕
本
遠
寿
の
朝
、
十
界
久
遠
の
恵
日
心
地
の
本
源
に
顕
れ
、
九
界
の
迷
心
、
地
涌
千
界
の
本
心
に
入
り
、
仏
果
の
悟
心
、
正

在
報
身
の
覚
心
に
帰
す
る
時
、
本
因
本
果

一
如
、
真
の

一
念
三
千
を
成
ず
る
の
で
あ
る
。

「
今
本
因
妙
上
行
の
九
界
、
久
遠
な
る
故
に
衆

生
妙
な
り
。
本
果
妙
釈
尊
の
仏
界
、
久
遠
な
る
故
に
仏
法
妙
な
り
。
因
果
国
の
三
妙
合
論
す
る
れ
ば

一
念
三
千
な
り
。
心
法
妙
な
り
。
妙

と
は
久
遠
と
言
ふ
事
な
り
。
師
弟
の
遠
妙
之
を
思
ふ
べ
し
」
と
の
御
指
南
を
も
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
第
二
要
蔵
開
示
録
に
は
、
自
証
の
要
体
は
上
述
の
教
行
畢
党
の
自
体
に
し
て
、
教
行
を
離
れ
て
自
証
の
法
な
し
、
然
る
に
爾
前
方
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便
は
教
理
体

一
の
旨
を
談
ぜ
ざ
れ
ば
、
権
門
無
証
で
あ
る
。
実
教
ま
た
三
千
の
依
正
、　
一
切
の
諸
法
は
実
相
の
妙
心
な
り
と
観
じ
、
実
法

の
尚
ほ
仮
証
な
る
こ
と
を
説
き
、
終
り
に
本
法
の
実
証
な
る
事
を
明
さ
ん
が
た
め
に
、
本
述
の
起
尽
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
更
に
色
香

美
味
に
所
証
の
三
徳
、
所
説
の
三
学
を
収
む
故
に
あ
ら
ゆ
る
教
証
を
こ
れ
に
摂
し
、
濤
徒
和
合
に
所
修
の
三
観
、
所
談
の
三
味
を
摂
す
る

が
故
に
あ
ら
ゆ
る
観
行
を
収
め
て
皆
悉
具
足
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
を
も
っ
て
、　
一
粒
の
妙
薬
に
色
香
美
味
濤
徒
和
合
の
功
徳
を
備
う

る
こ
と
正
し
く
大
悲
の
窮
源
、
易
行
の
終
極
な
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
喜
し
き
哉
、
信
心
の
道
俗
。
報
を
悪
世
に
感
ず
と
雖
も
、
種
智
の
紅
薬
を
嘗
め
て
不
減
の
遠
寿
を
得
。
悲
し
い
哉
、
諸
宗
の
迷
者
は

心
を
三
毒
に
起
し
乍
ら
本
仏
に
背
き
、
禅
徒
は
良
薬
医
を
打
つ
病
人
の
如
し
、
本
法
を
捨
つ
る
教
徒
は
妙
薬
を
嫌
う
人
に
似
た
り
。
哀

む
べ
し
、
救
ふ
べ
し
」

而
る
に
忠
言
耳
に
逆
い
、
良
薬
口
に
苦
き
が
故
に
益
々
逆
仏
謗
法
の
非
を
長
ず
る
も
、
我
祖
大
士
の
大
悲
息
む
こ
と
な
く
我
等
を
救
療

し
給
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
入
重
玄
門
の
大
士
、
大
化
医
王
の
大
悲
な
り
。
さ
れ
ば

「今
吾
等
、
設
い
身
を
雪
嶺
の
石
窟
に
投
ぐ
と
雖
も
、
争
か
遠
流
陸
沈
の
厚
恩
を
報
じ
上
ら
ん
。
亦
た
骨
を
香
城
の
鉄
壁
に
砕
く
と
雖

も
那
ぞ
無
犯
死
罪
の
深
徳
を
謝
し
上
ら
ん
。
徒
に
臥
し
徒
に
起
く
冥
見
怖
る
べ
し
。
空
く
明
し
空
く
暮
さ
ん
は
照
覧
恥
づ
べ
し
。
翼
く

ば
信
心
の
縦
素
、
渇
仰
骨
髄
に
徹
し
、
信
心
の
身
毛
よ
だ
っ
て
上
は
極
果
の
命
根
を
続
け
ま
し
ま
す
」

と
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
こ
れ
を
要
約
す
る
に
一
巻
の
大
意
は
、
教
は
名
字
、
行
は
観
行
相
似
、
証
は
分
真
究
寛
に
し
て
、
本
門
の
心
は
、
名
字
本
覚
な
れ

ば
教
と
名
と
を
本
と
な
し
、
教
は
下
種
の
位
な
る
故
に
根
本
な
り
。
之
を
知
ら
ざ
る
諸
宗
は
教
の
外
に
証
を
尚
ぶ
、
こ
れ
種
を
捨
て
て
菓

を
求
む
る
類
な
り
と
の
御
指
南
を
そ
の
根
幹
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
殊
に
注
意
を
要
し
て
味
読
す
べ
き
は
、
名
と
云
う
も
仮
名
に
非
ず

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て
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金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

体
な
り
所
詮
な
り
。
故
に
本
地
の
奥
蔵
と
釈
す
る

一
段
で
あ
る
。
今
述
べ
る
と
こ
ろ
の
教
行
証
は
、
本
門
総
名
名
が
家
、
本
覚
の
教
行
証

な
れ
ば
前
代
未
聞
に
し
て
、　
一
に
は
前
十
四
品
に
超
え
、
一
に
は
即
ち

一
代
教
門
に
超
え
る
総
別
の
教
行
証
で
あ
る
。
こ
れ
本
地
の
総
別

に
し
て
超
過
所
説
す
る
と
こ
ろ
な
る
故
に
、
こ
の
旨
を
明
ら
め
ざ
る
徒
は
、
台
家
所
伝
の
証
を
以
て
宗
極
と
す
る
こ
と
ま
こ
と
に
哀
む
ベ

き
な
り
と
、
蓮
隆
両
祖
の
妙
判
を
昂
揚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
数
行
証
を
詠
じ
て

枝
末
八
教
ノ円
珠
ノ華
　
　
呵璧
帰
ス久
遠
妙
因
ノ果
一

根
本

一
乗
如
一金
蓮
一　
　
誰
ヵ執
弓
権
述
一断
一
ル仏
種
一
　

（詠
教
詩
）

但
中
ノ述
理
ハ如
一星
月
一ノ

本
門
ノ要
観
ハ是
レ
日
輪
す

得
二解
氷
澄
心

水
一

致

開̈
フ或
ハ顕
一智
源
一
　

（詠
行
詩
）

故  焉

四
仏
ノ近
成
皆
ナ
無
常
　
　
是
ノ故
二知
¨
莫
一
フ不
死
ノ
方
一

三
身
ノ遠
寿
悉
ク
不
滅
ぅ
　
明
二在
「
本
法
玄
妙
ノ薬
一

（詠
証
詩
）

と
あ
り
、
ま
こ
と
に
簡
要
よ
く
、
台
当
所
立
の
教
行
証
の
三
義
を
弁
別
し
て
、
本
地
甚
深
の
要
蔵
を
開
陳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ィ主ス一一〔け瀬一型串育ッルハ是一諜一粋̈
紳
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図
版
２
　
日
興
上
人
法
華
要
品
講
説
感
状

（
一
条
教
房
筆
）

京
都
本
能
寺
蔵

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

図
版
３
　
日
増
上
人
法
華
講
説
感
状

京
都
木
能
寺
蔵
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金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

は
そ
の
所
懐
を
詠
じ
た
も
の
之
謂
う
べ
き
で
あ
る
。

上
人
は
又

一
説
に
一
条
家
の
出
な
り
と
も
伝
う
る
が
、
天
賦
の
博
学
、
殊
に
文
芸
に
秀
で
、
当
時
の
貴
顕
、
歌
客
と
も
歌
学
を
通
ｔ
て

親
交
を
あ
た
た
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
や
が
て
寛
正
元
年

（
一
四
六
〇
）

一
条
関
自
兼
良
の
求
め
に
応
じ
、
殿
中
に
於
て
初
め
て
法
華
経
要

品
を
、
三
日
間
に
互
っ
て
講
鑽
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
我
が
門
下
に
於
け

‐る
、
天
奏
上
洛
の
祖
意
を
結
実
す
る
も
の
で
、
そ
の
内
容
に

至
っ
て
は
、
詳
細
を
知
る
よ
し
も
な
い
が
、

「教
観
樹
扇
録
」
述
作
前
八
年
、・本
化
販
伏
よ
り
十
年
目
の
こ
と
な
れ
ば
、
大
凡
そ
本
地
本

門
八
品
の
綱
格
に
立
ぢ
て
、
要
品
を
綾
説
さ
れ
た
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
講
説
は
殿
上
公
卿
を
し
て
感
歎
措
く
能
は
ず
、　
一
条
兼

良

（桃
央
）
を
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

Ｌ
本
能
教
寺
必
密
日
定

（
日
興
）
講
二説
法
華
要
品
一
最
以
二
本
門
之
所
詮
一
為
レ
宗
以
末
世
之
弘
通
為
二
先
販
一
利
是
莫
大
焉
其
志
寧
不

嘉
耶
」

【
図
版
２
〕

（日
興
上
人
こ
の
頃
日
定
ど
号
さ
れ
後
日
興
と
称
し
た
の
で
あ
る
）

ｔ
の
筆
を
執
ら
し
め
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
上
人
は
本
地
の
要
蔵
を
開
陳
す
る
端
緒
を
得
ら
れ
い
愈
々
宗
義
の
奥
蔵
を
究
尽
し
て
、
遂
に

「教
観
樹
扇
録
」

一
巻
の
論
述

を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｉ
　
　
　
・　
　
　
一

尚
お
上
人
の
参
殿
講
経
が
後
世
、
日
増
上
人

（明
応
四
年
）
を
し
て
一
条
関
白
教
房
公
の
た
め
に
要
品
を
講
説
せ
し
め
る
よ
き
縁
由
に

な
つ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

【
図
版
３
〕

・．　
　
イい　
五
　
一日
興
上
人
の
学
芸

　

¨

・　
　
　
　
　
　
・

―
―
法
華
和
語
記
に
つ
い
て
―
―
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上
人
が
上
述
の
如
く
我
が
門
下
の
信
行
を
明
示
し
て
宗
運
隆
盛
の
礎
を
確
立
さ
れ
、
天
奏
上
洛
の
祖
願
を
、
参
殿
講
経
に
よ
っ
て
要
結

さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
京
都
布
教
の
祖
獣
を
達
成
し
た
も
の
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
上
人
の
学
芸
の
深
き
こ
と
は
早
く
よ
り
歌
道
に
そ
の
天
分
を
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。

汝
や
知
る
都
は
野
辺
の
夕
雲
雀

あ
が
る
を
見
る
も
お
つ
る
は
涙

　

（飯
尾
六
左
衛
門
）

に
現
わ
れ
た
応
仁
の
乱
に
よ
る
京
都
文
化
の
退
廃
加
う
る
に
一
代
の
碩
学
、
歌
聖

一
条
兼
良
秘
庫
の
蔵
書
七
百
余
巻
の
焼
失
は
、
伝
統
文

化
の
衰
退
を
早
め
、
我
が
敷
島
の
道
な
る
歌
道
に
衰
運
を
招
い
た
の
も
、
こ
れ
蓋
し
当
然
の
こ
と
わ
り
で
あ
る
。

即
ち
万
葉
、
古
今
は
既
に
遠
く
且
つ
古
く
、
俊
成
の
千
載
、
二
条
家
の
形
式
的
な
歌
学
が
僅
か
に
そ
の
命
脈
を
保
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
あ
っ
て
上
人
が
、
心
敬
、
宗
祗
、
秀
句
と
時
を
同
じ
う
し
て
、
我
が
歌
壇
に
巨
歩
を
遺
し
、
禁
裡
御
歌
所
の
斑
に
数
え
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
名
声
は
ひ
と
き
わ
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
上
人
は
歌
道
に
よ
っ
て
、
只
だ
徒
ら
に
風
流
、
閑
日
月
を
求
め

ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
道
を
法
華
演
説
の
手
段
と
し
て
そ
の
落
奥
を
究
め
ら
れ
た
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。
即
ち
心
敬
に
よ
っ
て
、

歌
道
や
連
歌
を
仏
法
と
調
和
融
合
さ
せ
、
幽
玄
よ
り
静
寂
の
詩
境
が
開
け
、
こ
の
歌
風
が
後
に
連
歌
の
巨
匠
宗
祗
の
句
風
に
大
い
な
る
影

響
を
与
え
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
匠
と
席
を
同
じ
う
せ
ら
れ
た
上
人
の
歌
風
は
、
ま
た
も
っ
て
想
像
す
る
に
難
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

上
人
は
延
徳
二
年

（
一
四
九
〇
）
十
月
五
日
六
十
五
才
の
老
齢
を
も
っ
て
、

「法
華
和
語
記
」
四
巻
を
謹
述
し
後
土
御
門
天
皇
の
乙
夜

の
覧
に
奉
ら
れ
た
と
伝
え
、
今
そ
の
原
本
は
尼
ヶ
崎
本
興
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
の
構
成
は
法
華
経
を
和
語
を
以
っ
て
解
説
し
、

要
所
要
所
に
花
園
院
、
慈
鎮
、
俊
成
、
定
家
、
赤
染
衛
門
、
源
信
、
和
泉
式
部
、
法
性
寺
入
道
、
家
隆
、
花
山
院
等
の
法
華
詠
歌
を
挿
入

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て
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金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

引
用
し
て
そ
の
意
を
明
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
洛
陽
今
出
川
書
堂
の
林
和
泉
に
よ
り
、
四
巻
本
と
し
て
開
板

さ
れ
、
広
く

一
経
の
大
意
を
和
歌
の
道
に
托
し
て
流
布
さ
れ
た
も
の
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

今
そ
の
奥
書
に

「
抑
ヒ
上
来
の
所
述
深
妙
の
浄
法
に
あ
さ
は
か
の
解
を
加
え
極
妙
の
円
理
に
お
ほ
と
か
の
詞
を
そ
へ
侍
る
に
似
た
り
…
…
非
を
す
て
理

を
と
り
な
ば
、
ね
ん
比
に
御
覧
せ
深
理
も
あ
ら
は
る
べ
き
か
。
加
之
品
々
に
所
載
如
来
誠
諦
の
妙
文
な
り
句
々
に
所
記
明
師
内
壼
の
高

判
な
り
、
作
者
の
私
を
存
せ
ず
…
…
和
歌
の
浦
の
浪
に
よ
せ
て
真
如
海
を
あ
ら
わ
し
、
浅
か
山
農
み
ち
を
尋
ね
て
玄
宗
地
に
い
た
る
事

此
国
の
古
風
也
…
…
今
作
者
の
所
存

一
念
信
解
の
微
志
を
の
べ
て
五
十
展
転
の
勝
利
を
あ
ふ
ぎ
、
法
の
恩
、
国
農
恩
を
報
じ
奉
ら
ん
云

々
」
と
あ
る
は
著
者
が
述
作
の
素
志
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
更
こ

「
若
人
浅
を
さ
り
深
に
つ
き
、
下
れ
る
を
し
り
て
高
き
を
も
と
め
、
本
地
の
三
宝
を
信
ぜ
ら
れ
ば
、
生
死
夜
来
の
眼
醒
て
本
覚
晨
朝
の

日
朗
な
ら
ん
」

と
そ
の
発
願
を
明
か
す
と
共
に

一
「
一
句

一
儡
菩
提
を
増
進
し

一
色

一
香
永
く
還
転
な
か
ら
し
め
た
ま

へ
」

と
そ
の
発
意
を
成
就
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
こ
と
に
上
人
の
如
き
深
淵
な
る
学
芸
と
非
凡
の
天
賦
に
し
て
は
じ
め
て
大
成
す
る
と

こ
ろ
で
、
前
人
未
踏
の
境
を
開
か
れ
た
も
の
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。

尚
ほ
上
人
の
詠
み
給
う
た
和
歌
の
二
三
を
あ
げ
る
と

○
日
の
み
影
さ
や
か
に
て
ら
せ
雨
と
な
り
風
と
な
り
行
く
ゆ
く
末
の
空

○
き
の
ふ
ま
で
よ
そ
に
忍
び
し
下
萩
の
木
の
葉
の
つ
ゆ
に
秋
風
そ
ふ
く
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○
そ
の
跡
の
学
ひ
を
開
け
は
遠
く
し
て
や
ふ
な
る
窓
に
雪
そ
降
り
く
る

○
お
も
ひ
ね
の
夢
路
に
ゆ
き
て
布
み
見
る
や
花
の
高
根
の
雲
の
か
け
は
じ

○
は
る
る
夜
の
星
と
月
と
の
光
を
も
お
さ
め
て
高
き
日
の
み
か
け
か
な

（得
入
無
上
道
）

○
季

へ
ぬ
る
病
の
ゆ
か
の
調
に
も
ま
こ
と
御
天
の
月
そ
の
こ
れ
る

○
て
ら
せ
月
つ
れ
て
を
ゆ
か
ん
苔
の
下
草
の
陰
野
の
露
の
底
ま
で

と
そ
の
い
づ
れ
の
一
首
に
も
脈
々
と
し
て
上
人
が
法
恩
報
謝
の
た
め
に
法
華
を
演
説
せ
ん
と
さ
れ
た
熱
願
を
う
か
が
い
知
る
の
で
あ
る
。

―
―
落
葉
集
に
つ
い
て
―
―

更
に
ま
た
、
我
が
歌
壇
に
於
て
、
座
興
の
余
技
と
し
て
流
行
し
て
い
た
所
謂
連
歌
が
、
当
時
枯
渇
し
た
文
壇
に
拾
頭
し
て
、

「敷
島
の

道
」
に
対
し
て

「筑
波
の
道
」
と
称
せ
ら
れ
所
謂
連
歌
史
上
筑
波
時
代
を
織
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
連
歌
は
二
条
良
基
に
よ
っ
て
文

学
的
地
位
を
高
め
る
と
共
に
い
色
目

（方
式
）
を
定
め
、
そ
の
孫
に
あ
た
る

一
条
兼
良
に
よ
っ
て
連
歌
の
興
隆
期
を
迎
え
、
宗
祗
に
よ
っ

て
新
撰
菟
玖
波
集
が
編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
歌
集
は
、
蒐
玖
波
集

（
二
条
良
基
）
犬
莞
玖
波
集

（山
崎
宗
鑑
）
と
共
に
三
尭
玖

波
集
と
称
せ
ら
れ
る
名
集
で
あ
つ
て
こ
の
時
代
を
蒐
玖
波
時
代
と
称
す
る
の
で
あ
る
。

上
人
既
に
前
述
の
心
敬̈
、
宗
祗
と
こ
の
道
に
於
て
相
交
わ
り
、
宗
祗
が
本
能
寺
に
渡
り
給
い
し
時
、
日
興
法
印
の
坊
に
て

暁
　
鷹

　

　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
むポ
　
　
祗

露
け
さ
そ
そ
の
こ
ゑ
な
ら
ぬ
天
津
鷹

こ
え
も
か
く
こ
そ
聞
し
ね
覚
に
　
　
　
　
一

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て
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金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

旅

宿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
をバ
　

祗

誰
と
な
き
都
の
こ
ゑ
を
董
垣
の

ち
か
き
旅
ね
に
哀
れ
と
そ
き
く

円
光
院
に
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を示
　
　
祗

の
ほ
る
水
あ
り
て
や
こ
ほ
る
空
の
月

と
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
又
当
時
公
家
学
者
と
し
て
、
或
は
歌
聖
と
し
て
そ
の
名
声

一
世
に
高
か
っ
た
、　
一
条
兼
良
公
に
も
知
遇
を
得
ら

れ
、
こ
れ
ら
の
巨
匠
に
伍
し
て
、
連
歌
の
座
に
列
し
給
う
た
上
人
の
地
位
と
そ
の
才
能
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
、
そ
の
詩
味
の
高
雅
で
あ

り
、
且
つ
幽
玄
閑
寂
の
心
境
に
徹
し
た
純
正
連
歌
の
道
を
宗
祗
と
共
に
歩
ま
れ
た
も
の
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

即
ち
文
正
元
年
十
月
十
五
日

（
一
四
六
六
）
本
能
寺
大
書
院
に
は
一
条
関
自
兼
良
公
を
は
じ
め
と
し
て
、
心
敬
い
半
井
三
位
、
吐
観
、

利
在
、
有
実
、
忠
英
、
貞
奥
、
伝
芳
、
平
成
、
立
承
、
正
頼
等
の
連
歌
師
相
集
り
、
日
明
、
日
典
両
上
人
の
勧
進
に
よ
り
大
連
歌
の
宴
が

催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
句
集
は
落
葉
集
と
称
し
て
今
は
本
能
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
そ
の
発
句
に
は
寺
号
を
詠
み
こ
ん
で

（発
句
）
木
の
本
能
寺
井
に
た
ま
る
落
葉
か
な
　
　
　
　
　
　
　
一
条
太
閤

（脇
句
）
ふ
り
ぬ
る
庭
に
さ
ゆ
る
松
風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
明
　
」

（三
句
）
昨
日
の
く
も
と
秋
や
行
く
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隆
　
　
蓮

等
と
連
歌
は
次
ぎ
次
ぎ
と
詠
じ
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。　
一‐隆
蓮
」
と
は
日
興
上
人
の
雅
号
で
あ
る
。

叉
上
人
の
連
歌
は

「新
撰
克
玖
波
集
」
に
輯
録
さ
れ
る
も
の
十

一
首
に
し
て
、
そ
の
内
五
度
は
内
裏
の
、　
一
度
は
仙
洞
御
所
の
連
歌
の

座
に
伺
候
し
て
詠
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
先
の
参
殿
講
経
の
因
縁
を
物
語
る
も
の
と
し
て
忘
れ
る
事
の
出
来
な
い
事
は
勿
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論
で
あ
る
と
共
に
、
上
人
の
文
芸
布
教
の
実
体
を
知
る
有
力
な
資
料
で
あ
る
。
今
そ
の
所
収
の
一
端
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
次
の
通
り
で
あ

ワつ
。ち

ら
す
は
は
な
に
い
く
夜
か
も
ね
ん

み
し
か
き
は
る
の
夜
は
ふ
け
に
け
り
　
　
（巻
三
）

と
を
き
野
の
草
の
す
ゑ
葉
に
月
出
て

む
か
ひ
や
い
つ
く
ふ
ね
か
よ
ふ
見
ゆ
　
　
（巻
四
）

よ
こ
雲
に
今
し
は
じ
と
も
い
ひ
あ
ひ
て

ま
た
ふ
か
き
よ
に
の
こ
る
む
つ
こ
と
　
　
（巻
八
）

人
は
世
に
幾
た
ひ
浮
ひ
し
つ
む
ら
ん

叉
し
く
れ
ゆ
く
な
か
そ
ら
の
く
も
　
　
　
（巻

一
七
）

月
や
け
さ
わ
れ
て
も
残
る
う
す
こ
ほ
り
　
　
　
　
　
御
製

冬
の
発
句
に

朝
戸
あ
け
て
わ
す
る
る
ゆ
き
の
夕
か
な
　
　
　
　
日
典

（巻
二
〇
）

尚
ほ
御
製
は
後
土
御
門
天
皇
の
作
で
こ
の
歌
集
に
は
日
應
権
僧
正
、
の
外
貞
常
親
王
、
邦
高
親
二
等
伏
見
殿
の
も
の
を
多
く
収
録
し
て

い
る
こ
と
は
、
連
歌
を
通
じ
て
伏
見
官
家
と
営
宗
と
の
関
係
を
知
る
新
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
日
、
日
承
上
人
の
項
に
て
改

め
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

上
人
の
述
作
に
つ
い
て
は
左
記
の
書
目
を
知
る
の
で
あ
る
。

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て
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金
剛
院
日
輿
上
人
に
つ
い
て

○
教
学
関
係

教
観
樹
扇
録

妙
経
大
意

（三
帖
抄
）

略

経

抄

四
巻

名
目
見
聞
　
八
巻

本
門
妙
経

（十
四
帖
抄
）

観
心
本
尊
抄
見
聞
　
一
巻

法
則
論
義
読
抄
　
一
一十
八
品

本
門
論
議
抄
　
一一十
余
巻

述

作

抄

類
　
　
雑
　
十
巻

碧

羅

章

（文
明
五
年
二
月
義
政
に
献
じ
た
）

○
文
芸
関
係

法
華
和
語
記
　
四
巻
　
開
版

新
撰
荒
玖
波
集
　
をホ
祗
撰

（上
人
詠
十

一
首
収
録
）

以
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一（
　
上
人
と
教
団
組
織

我
が
法
華
教
団
の
組
織
は
、
既
に
日
隆
聖
人
に
よ
っ

制
度

（両
山
）
を
定
め
、
そ
の
信
行
面
に
関
し
て
は
、

あ
る
。
然
る
に
寛
正
五
年

（
一
四
六
四
）
日
隆
聖
人
御

入
滅
に
な
る
や
、
そ
の
中
核
を
失
う
危
機
に
ひ
ん
し
た

の
で
あ
る
が
、
幸
い
日
興
上
人
は
本
興
寺
に
入
っ
て
、

本
能
寺
日
明
上
人
と
相
携
え
て
、
宗
門
発
展
の
基
盤
を

確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

即
ち
本
山
制
度
を
制
定
し
て
宗
門
行
政
の
枢
要
は
本

山
中
心
の
信
行
道
を
確
立
す
る
に
あ
る
と
し
、

「
本
隆

寺
本
妙
寺
法
度
十
三
ケ
条
」
に
本
末
関
係
を
、

「
当
円

徒
両
寺
法
度
」
に
本
山
規
則
を
巨
細
に
互
っ
て
規
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
実
に
上
人
は
、
先
に
稀
有
の
才
能
を
も
っ
て
興

学
布
教
に
資
せ
ら
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
今
ま
た
非
凡
の

叡
智
を
も
っ
て
我
が
教
団
組
織
の
依
拠
で
あ
る
諸
法
度

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

て
そ
の
大
綱
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
宗
門
行
政
に
関
し
て
は
末
頭
制
度
と
貫
首

信
徒
に
信
心
法
度
十
三
ケ
条
、
出
家
に
本
能
寺
法
度
七
ケ
条
を
垂
示
さ
れ
た
の
で

図
版
ど
　
日
典
上
人
墓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一ふ
都
本
能
寺
安
置

―- 17 -―



金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

を
制
定
し
、
宗
門
百
年
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
源
泉
と
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
●

そ
の
後
本
末

一
致
、
護
法
愛
山
の
信
念
は
上
人
の
化
導
に
よ
り
い
よ
い
よ
倍
増
ど
ら
れ
、
本
興
寺
の
堂
宇
坊
合
更
ま‐
り
て
・寺
観
を

下
新

し
、
本
能
寺
は
上
人
の
法
労
に
よ
り
敷
地
係
争
問
題
を
解
決
し
て
、
京
都
四
条
坊
門
に
方
四
町
に
わ
た
る
大
本
能
寺
の
偉
観
を
呈
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
を
も
っ
て
上
人
延
徳
三
年

（
一
四
九

一
）
六
月
九
日
六
十
六
才
を
も
つ
て
示
寂
せ
ら
れ
る
や
、
本
興
寺
、
一本
能
寺
は
共
に
沖
興
の

尊
号
を
読
り
、
そ
の
遺
徳
を
永
く
後
昆
に
伝
え
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

〔
図
版
４
〕

一　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
・　
　

●ヽ
・　

　

・

（
こ
の
項
は
立
正
大
学
史
学
科
創
立
三
十
五
周
年
記
念
論

文
集
「
室
町
時
代
に
於
け
る
法
華
教
団
組
織
」
に
ゆ
ず
る
）

七
　
金
剛
院
日
興
上
人
略
年
譜

応
永
三
三

（
一
四
二
六
）
　

　

一
才

日
典
上
人
摂
州
矢
部
郡
尻
池
村
に
生
誕

宝
徳
　
一
一
（
一
四
四
九
）
　

二
五
才

兵
庫
真
光
寺

（時
宗
）
よ
り
日
隆
聖
人
の
間
に
入
る

同
　
　
一ハ
２

四
六
五
）
　

四
〇
才

本
興
寺
五
祖
、
隆
尊
の
第

一
周
忌
法
要
奉
修

文
正
　
一
（
一
四
六
六
）
　

四

一
才

図
版
５
　
日
興
上
人
御
本
尊

一．　
　
　
　
　
　
　
　
一示
都
本
能
寺
蔵
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一
条
太
閤
を
迎
え
本
能
寺
大
連
歌
会

（
一
〇
月

一
五
日
）
、
隆
尊
の
第
二
回
忌
法
要
奉
修

応
仁
　
一
（
一
四
六
七
）
　

四
二
才

本
妙
寺
本
隆
寺
法
度
制
定
、
教
観
樹
扇
録
著
述

（
四
月
九
日
）

同
　
　
一一
２

四
六
八
）

四
三
才

権
少
僧
都
に
任
ぜ
ら
る

（二
月
二
九
日
）

文
明
　
一
一
（
一
四
七
〇
）
　

四
五
才

隆
尊
の
第
七
回
忌
奉
修

（能
興
両
山
）

同
　
　
一二
（
一
四
七

こ

　

四
六
才

本
妙
本
隆
両
本
寺
法
度
、
門
徒
尽
未
来
際
法
度
制
定

（
一
一
月

一
日
）

同
　
　
五

（
一
四
七
三
）
　

四
八
才

碧
羅
章
著
作

（
二
月
）
、
名
目
私
案
八
帖
述
作
始
ム

（八
月
）

同
　
　
七

（
一
四
七
五
）
　

五
〇
才

本
能
寺
兼
帯
、
同
寺
堂
塔
次
第
に
完
備
、
本
尊
授
与

（浄
順
四
月
）

同
　
　
八

（
一
四
七
六
）

五

一
才

隆
尊
の
十
三
回
忌
法
要
奉
修

（能
興
両
山
）

文
明

一
二

（
一
四
人
○
）
　

五
五
才

隆
尊
の
十
七
回
忌
法
要
奉
修

（能
興
両
山
）

金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て
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金
剛
院
日
興
上
人
に
つ
い
て

同
　
一
〓
一
２

四
八

一
）
　

五
六
才

宗
祖
二
百
遠
忌
法
要
奉
修

（能
興
両
山
）
、
本
尊
授
与

（道
善
二
月

ｏ
四
郎
次
郎
八
月
）

同
　
一
人

（
一
四
八
六
）
　

一ハ
一
才

十
四
人
連
歌
会

（本
能
寺
五
月

一
三
日
）
、
本
能
寺
敷
地
問
題
解
決

（八
月

一
七
日
）

長
享
　
一
（
一
四
八
八
）

〓ハ
三
才

隆
尊
の
第
十
五
回
忌
法
要
奉
修

（能
興
両
山
）

延
徳
　
一
（
一
四
八
九
）
　

六
四
才

本
尊
授
与

（隆
賢
二
月
二
三
日
）
、
正
永
九
月
二
四
日
、
坊
日
号
補
任

（法
善
坊
日
栄
）

同
　
一一
（
一
四
九
〇
）
　

一ハ
五
才

本
尊
授
与

（隆
祐
四
月
）
、
法
華
和
語
記
著
述

（
一
〇
月
五
日
）

同
　
一二
（
一
四
九

一
）
　

一全
ハ
才

本
尊
授
与

（日
雅
二
月
九
日
）
、
本
興
寺
を
日
盛
に
譲
る

（四
月

一
三
日
）
本
能
寺
に
於
て
遷
化

（六
月
九
日
）

以
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上


